
時
下
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
十
一
月
、
西
武
新
宿
線
の
立
体
化
を
見
据
え
、
外
環
の
２
を
平
面
と
し
て
計
画
幅
員
を
縮
小
し
、

上
石
神
井
駅
に
交
通
広
場
を
設
置
す
る
都
市
計
画
変
更
が
東
京
都
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契

機
と
し
て
、
西
武
新
宿
線
の
立
体
化
に
向
け
た
機
運
が
一
気
に
高
ま
り
、
本
年
一
月
の
区
民
、
区
議
会
、

区
に
よ
る
「
西
武
新
宿
線
立
体
化
促
進
協
議
会
」
結
成
に
至
り
ま
し
た
。
結
成
大
会
で
は
、
外
環
の
２

を
始
め
と
す
る
区
内
の
南
北
道
路
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
沿
線
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
等

を
確
認
し
、
同
月
中
に
鉄
道
立
体
化
の
早
期
実
現
に
関
す
る
東
京
都
へ
の
要
請
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

要
請
活
動
の
実
施
後
も
、
鉄
道
立
体
化
等
に
対
す
る
地
元
の
声
は
、
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

区
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
と
と
も
に
、
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
鉄
道
立
体
化
と
一
体
的
に
進
め
て

い
く
た
め
、
上
井
草
駅
、
上
石
神
井
駅
、
武
蔵
関
駅
の
各
駅
周
辺
地
区
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
構
想

を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
具
体
化
に
向
け
て
は
、
外
環
の
２
が
交
差
す
る
上
石
神
井
駅

周
辺
地
区
を
手
始
め
に
、
住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
上
井
草
駅
や
武
蔵
関
駅
の
駅
周
辺
地
区
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

安
全
・
安
心
で
、
快
適
な
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
に
も
、
鉄
道
の
立
体
化
や
外
環
の

２
な
ど
の
南
北
道
路
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。
是
非
と
も
本
要
望
趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
地
元

の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
鉄
道
の
立
体
化
と
南
北
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
早
急
に
事
業
化
の
取
組
を
進

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
左
記
の
事
項
を
要
望
い
た
し
ま
す
。 

   

記 

 

一 

西
武
新
宿
線
（
井
荻
〜
東
伏
見
駅
付
近
）
の
連
続
立
体
交
差
化
の
早
期
事
業
化
に
向
け

た
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
外
環
の
２
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
整
備
に
取
り
組
む
こ
と 

 一 

外
環
の
２
に
つ
い
て
は
、
区
内
全
て
の
区
間
の
早
期
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
。
と
り
わ

け
、
上
石
神
井
駅
付
近
に
つ
い
て
は
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
早

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
、
区
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と 
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